
受付日時＝月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後5時　申し込み方法

＝電話　申込・問い合わせ先＝地デジ訪問相談受付窓口　 ☎3880－5911
高齢者を中心に地デジ訪問相談受け付け中 再生紙を使用しています
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　「ボランティアは、楽しんで人
の役に立てるというのがいい。
多くの人たちに参加してもらい
たいので、先頭に立ってボラン
ティア活動をして『楽しかった
よ』と友達に伝えています」と話
すのは、西新井中学校生徒会長
の佐藤杏香さん。「西中少年消
火隊・女子隊」に属し、地域の避
難所訓練や住区センターのボラ
ンティアなどにも積極的に参加
している。
　佐藤さんと一緒に活動する
佐々木杏菜さんは、以前は自分
の住むまちに対して特別な思い
はなかったという。「ボランティ
アで地域の人たちと話すように
なり、コミュニケーションの大切
さや人とのつながりを学びまし
た。今は自分の住むまちが好き
です。大人になり、自分にも子
どもができたら一緒に地域の
ボランティアに出たいです」と
話す。

ボランティアで
まちが好きになった

大人も共に育つ
「共育」を実感

中学生を成長させる貴重な機会を大切に ▲
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　「以前は『中学生は悪さをす
る』という印象がありましたが、
西新井中学校でボランティアが
盛んになってから、印象がずい
ぶん良くなりました」と語るの
は、西新井大師の近くでスポー
ツ用品店を営む中田哲郎さん。
中田さんは西新井中学校の「開
かれた学校づくり協議会」のメ
ンバーでもある。
　きちんとできるか不安もあっ
たが、ボランティアの際に任せ
るべきところを任せてみると、
中学生は自分で考えて行動でき
ることがわかったという。「子ど
もって、関

かか

わってあげればそれだ
け成長するんですね」
　まちで顔を合わせるようにな
ると、小さい地域では、お互いに
「見たことある顔」になる。「顔パ
スはごまかしが効かないから、
知り合いの中で悪さはできない
（笑）。僕らも手本にならないと
ね。教育って本当は、共に育つ
『共育』なんじゃ
ないかな」

▲

開かれた学校づくり
協議会メンバー

　中田哲郎さん▲西新井では中学生たちがまちで様々
なボランティア活動を行っています
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問い合わせ先＝
学校支援担当
☎3880－5737

地域をつなぎ、地域で生きる魅力的な人々を紹介していきます
シリーズ
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　西新井中学校では、5年をかけて子どもたちのボランテ
ィア活動を強化。最初は生徒たちに参加を呼び掛けても
反応がなく、何度も声を掛けていたが、今では年間20を
超える活動のいずれも、希望者が定員を超えるようになっ
た。今年の春のフラワーボランティア活動の募集時に
は、50人の定員に対し、約120人の応募があったという。

　「地域に出て行く回数が増えたことで、子どもたちも
『仕事があったら手伝ってみようかな』と考えられるよう
になった。人の手伝いをするのに、ハードルが低くなった
と思います」と笹子隆雄校長。「子どもたちはすごく成長
していると思います。実体験があるから、自分の意見をし
っかり言える。役に立ち、認められる体験は貴重です」
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